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1　 は じめに

　　夏季、北 日本太平洋沿岸で 東寄 りの 冷涼湿潤

　な風 （ヤ マ セ ）が吹 くとき、洋上 で は多 くの 場

　合 に下層雲 （図 1）が発生 して い る 。 こ の 下層

　雲は飛行場にお い て 、航空機の 離着陸の 大 きな

　障害となるが 、 予 報が難 しい こ とで知 られ て い

　る 。 そ の 原因 の 1 つ が、移流 の 際に生 じる気

　団変質で ある。本研究では 、汎用の 気象モ デル

WRFV3 ．1．1 使用 し、気 団と下層雲 の 変質 を解

　析す るこ とを 目的と した 。

2　 モ デル の概要

　　気象モ デル WRFV3 ．1，1 を使用 し た 。 水平格

　子幅 を 9−3−1km （鉛 直 75 層、1500m 以 下 を

　50 層） と し た 3 重ネス テ ィ ン グを設定 し た。

初期値は、気象庁メ ソ解析値と NCEP の FNL

　を使用 し、2008 年 5 月 29 日 21JST か ら 24

　時間 の 計算を行 っ た、

3 　精度評価

　　WRF の 結果 を解析す る前に再 現性 を確認 し

　て お く必 要 が ある の で QuikScatか ら得 られ

　た海上風 と計算結果の 風 向 ・風速を比 べ た。そ

　の 結果、概ね再現 し て い る こ とを確認 した （図

省略）。

4 　計算結果

　　図 2 に衛星 画像と同時刻 の 1．iquid　Water

Path（以下 、　 LWP ）を示す。　 LWP は衛星画像 の

雲量の 時間変化 をよ く表 し て い る 。 図 3 に各

　要素 の 鉛直プ ロ フ ァ イ ル を示 す 。 温位 をみ る と

各時間 とも逆転層が 900m 付近に 表れ て い て

　高度の 時間変化 は ほ とん どな い 。そ れ よ り下 の

　温位は ほ ぼ
一

様 で よ く混合 され て お り、TKE

　も ほ ぼ一
様 とな っ て い る。また、歪度をみ る と

　300 か ら 600m の 範囲で 正 にな っ て お り、強 く

　狭 い 上昇流域が形 成 され て い る こ とが 示唆 さ

れ る 。 LWP の 時聞変化 と同様 に各要素 とも時

　間 とともに小 さくな っ て い る。

5　まとめと今後の予定

　　海上風 と QuikSca七、　 LWP と衛星 画像 との

　時間変化の 対応は良か っ た 。

　　今後 、1km 格子 の 計算領域を複数ネス テ ィ

　ン グする こ とで 、 移流 と とも に変化 して い く と

思われ る雲の 搆造 と海 面 フ ラ ソ ク ス や放射 と

の 関係 を解析する予 定で ある。
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図 1 ： 2008 年 5 月 30 日 （左 06、右 09JST ） の 可

視画像。千葉大 CEReS の データ ベ ー
ス よ り加 工 し

て 引用。
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図 2 ：図 1 白枠 内 の Liquid　Water　Path （左 06、

右 09JST ）。
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図 3 ： 温位 θ、雲水混合比 qt、歪 度 w
’3
及 び TKE の

鉛直プ ロ フ ア イ ル 。
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